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  ２０２４年 

くらしの道具は、時代の営みを反映して変化を遂げ

てき ました。そこには先人の知恵と工夫がつまって

います。 本 展 は、 主 に 明 治 か ら 昭和にかけて広く

使われた日本の生活道具を、用途に分けて紹介い

たします。併 せ て 、 そ の 同 じ 道 具 が 縄 文 時 代には

どのようなかたちをしていたのか、他の国々でも同

じような使われ方をするのか、様々な比較対照を

試みます。

現代の便利な生活に慣れ

た私たちの常識をく つ が

え す 驚 きの発見を楽しん

でいただきたいと思います。

く ら し の 道 具
                　　―今昔モノがたり―

第 94 回企画展

   1月17 日　▶  3 月 4 日  ●水 ●月

●秋
  10 月 18 日　 ▶　11月27日  ●水 ●月

平安時代、紫式部によって著された『源氏物語』は、

文学作品のみならず、日本文化の様々な分野に深い

影響を与え、今日まで読み継がれています。

このたびは、天理図書館が所蔵する 源氏物語資料群

から主要な物語写本・絵画資料・ 自 筆注釈書類を展

示いたします。長い時間を経て今ここに伝存する各資

料の姿をご覧いただき、それらを伝えた先人たちの思

　　　　　　　　　　　　　　いを受け取 っていた

　　　　　　　　　　　　　　だければ幸いです。

源氏物語
国冬本 53巻54冊　 
伝津守国冬等筆(重要文化財)
鎌倉末期・室町末期写　

天理図書館 開館 93 周年記念展

源氏物語展
            　 　―珠玉の三十三選―

●夏   7月12 日　▶  9 月 4 日  ●月●水

インドのヒンドゥー世界
            
広大な領域、悠久の歴史をもつインドにおいて、

ヒンドゥー教が多くの人々にとって精神文化の柱で

あり続けてきました。ヒンドゥー教は現代でも人々

の習 慣や芸術などにも深い関わ

りを持っています。

本展では、神像、宗教画、祭祀

の道具や仮面、楽 器 を 通して、

インドの神々をはじめ、人々の

生き生きとした信仰、生活の一

端を ご紹介します。さらに神々や

神 話 は東 南ア ジアにも伝播しま

した。こうした広がりについての

展示も見どころの一つです。

第 93 回企画展

大衆宗教画「牛飼いクリシュナ」　
インド／ウッタル・プラデーシュ州
バナーラス　20世紀後半　

第 92 回企画展

   4 月12 日　▶ 6 月 5 日  ●水 ●月

近鉄電車展Ⅱ
            ―大和ゆかりの路線 100 年―

特急かもしか号ヘッドマーク　
 大阪・奈良 昭和36～40年　

奈良線 100 年の 2014 年に開催した展覧会に続き、

今回は橿原線、南大阪線、京都線等、奈良やその

周辺路線の中で 100 年や 60 年という節目にあたる

路線を中心に、館蔵の乗車券や

路線図等鉄道資料から、近畿日

本鉄道が今日 の姿になりゆく経

緯や、地 域 に与えた経済・観光・

文化等 の影響についてご覧いた

だきます。新規路線開業やＭ＆Ａ

がダイナミックに行われていた、

大私鉄の黎明期における脈動を

感じてい た だ け れば幸いです。

●春
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参考館には世界各地・各時代の人々が、環境に働きかけた証拠

ともいえる “もの”が展示されています。展示品は自ら何も語っては

く れ ませんが、情報を読み取る知識を蓄積し、多くの類品を実見

することで観察眼が養えます。 時代 ・地域 ・環境の異なる社会で

生みだされた “もの”を通して、多様な文化の理解とその伝統を

担った人々の “こころ” にまで思いを馳せてみてください。 　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　    顧問 松田真一



詳細は右記QRコードから専用サイトをご覧ください。

開館時間   ：午前 9時 30分～午後 4時 30分（入館は午後 4時まで）
入  館  料   ：大人500円 /団体（20名以上）400円
　　　　　 小･中･高生300円（学校単位の団体無料･要事前申込）
　　　　　　　  ※障がい者とその介護者各 1名は無料となります。
　　　　　　　　   障がい者手帳またはミライロ ID( スマートフォン向け障がい者手帳アプリ ) をご提示下さい。　

天理参考館
寄付のご案内

天理参考館では皆様からの寄付をお願いしております。

2023 年度　トーク･サンコーカン(学芸員による講演会 )

　連続講座「世界遺産を巡る古代アンデス史入門」全 3 回

10 月 6 日（金）　

毎週月曜日 １３：１５～１３：３５ 

  講師　荒田  恵　当館学芸員

10 月１ ３ 日（金）　 10 月２０日（金）　

　　　世界遺産を巡る Ⅰ　

アメリカ大陸への人類到達
から神殿社会の終焉まで

　　　　　　【世界遺産】

◆聖地カラル・スーペ

◆チャビン（古代遺跡）

◆チャンキーヨの天文考古学遺産群　

　　　世界遺産を巡る Ⅱ　

  古代アンデスの国家社会

　

　　　　　　【世界遺産】

◆ナスカとパルパの地上絵

◆ティワナク

 （ティワナク文化の宗教的・政治的

 中心地）

　　

　　　世界遺産を巡る Ⅲ　

 王国の拡大とインカ帝国

　

　　　　　　【世界遺産】

◆チャン・チャン遺跡地帯

◆リオ・アビセオ国立公園

◆クスコ市街

◆マチュ・ピチュの歴史保護区

◆カパック・ニャンアンデスの道

　

【上記共通】時間：13:30 ～ 15:00 ／会場：当館地下 1階研修室／定員：100 名（当日先着順）

【１枚目】 １回～ 34 回　
★奇数回 (1.3.5.7.9･･･回 )　入館券１枚　　
★２回　クリアファイル２枚　
★６回  オリジナルグッズセット　　          
★10 回　オリジナルトートバッグ１点　　　
★14 回　キャラメルマーケットお食事券 1,000 円分
★18 ・ 22 ・ 26 ・ 30 回　お好きな図録１冊  
★34 回　お好きな図録１冊、 洋食 Katsui お食事券 2,000 円分
【２枚目～】 35 回～　　
★奇数回 (1.3.5.7.9･･･回 )　入館券１枚　   
★６ ・ 10・14・18・22・26・30回  キャラメルマーケットお食事券 200 円分
★34 回　洋食 Katsui お食事券 3,000 円分

参加特典

●テーマはひと月ごとにイベントチラシ ・ Web サイト ・ 　　

　Twitter にてお知らせします。

●1 回参加につき、 マーク１つをスタンプカードに押します。

●参加回数に応じて記念品を贈呈します。

　カードに有効期限はございません。

ツボる話
やまもり！

テーマごとに学芸員が展示品の解説をします

第 302 回 4月 21 日（金） 乾 誠二 大和ゆかりの近鉄路線 100年をたどる 

第 303 回 6月 29 日（木） 江 介也 鋏の考古学―東アジアにおける伝播とジェンダーの視点から― 

第 304 回 8月 25 日（金） 早坂 文吉 インド神話の神々とその伝播 

第 305 回 11月 18 日（土） 中尾 徳仁 中国少数民族の衣装 ―納
ナ

西
シ

族・白
ペー

族を中心に― 

第 306 回 1月 24 日（水） 幡鎌 真理 くらしの道具 古今東西モノがたり－SDGsな生活実践－ 

第 307 回 2月 22 日（木） 梅谷 昭範 道具にみる龍とドラゴンの東西比較文化 

第 308 回 3月 15 日（金） 藤原 郁代 布留遺跡出土品から見る物部氏の武器 

 


